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午
歳
も
３
ヶ
月
を
経
過
し
、
桜

花
賞
、皐
月
賞
、オ
ー
ク
ス
、ダ
ー

ビ
ー
と
続
く
、
競
馬
フ
ァ
ン
待
望

の
季
節
が
到
来
し
ま
し
た
。

　西
武
競
馬
大
会

　
越
生
駅
前
の
法
恩
寺
門
前
に
、

２
基
の
馬
頭
観
音
の
碑
が
並
ん
で

い
ま
す
。右
側
の
馬
頭
観
世
音
は
、

大
正
12
年（
１
９
２
３
）
年
に
、

荷
馬
車
の
組
合
で
あ
る
入
間
西
部

運
送
同
業
組
合
が
創
立
三
周
年
記

念
に
建
立
し
た
も
の
で
す
。
記
念

行
事
と
し
て
、
競
馬
大
会
と
煙
火

打
上
げ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
鹿
下

の
大
新
井
福
松
氏
は「

―
午
前

十
時
ご
ろ
よ
り
見
物
に
行
き
、
金

一
円
の
祝
儀
を
出
し
、
桟
敷
に
上

が
り
て
ゆ
る
ゆ
る
見
物
し
夕
刻
寄

託
す
、
同
競
馬
の
規
模
は
恐
ら
く

県
下
未
曾
有
に
し
て
、
出
走
馬
数

約
百
頭
、
観
客
数
万
、
そ
の
費
用

に
要
せ
し
寄
付
金
は
約
三
千
円
に

し
て

―
」
と
日
記
に
記
し
て
い

ま
す（『
越
生
の
歴
史
Ⅲ
』
所
収
）。

　学が
く
と
う
ぬ
ま

頭
沼
の
草
競
馬

　
明
治
末
年
か
ら
、
鹿
下
の
越
生

神
社
で
も
競
馬
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
地
元
の
栗
原
長
作
氏
が
貴

重
な
手
記
を
遺
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
　

　「
明
治
四
十
四
年
よ
り
、
学
頭

沼
の
周
囲
の
山
林
を
全
区
総
出
で

勤
労
奉
仕（
弁
当
代
程
度
）
に
て

約
二
ヶ
月
に
亘
り
競
馬
場
と
し
て

馬
場
を
開
発
し
て
秋
の
大
祭
に
余

興
と
し
て
大
競
馬
会
を
開
催
し

た
。
毎
年
十
月
一
日
よ
り
、
氏
子

惣
代
及
び
当
番
、
ほ
か
協
力
員
を

選
出
し
て
、
各
地
、
飯
能
、
坂
戸
、

毛
呂
山
、
小
川
方
面
ま
で
大
競
馬

会
の
ビ
ラ
張
り
を
し
て
も
ら
っ

た
。
全
員
徒
歩
で
す
。
出
場
馬
毎

年
五
十
頭
か
ら
六
十
頭
の
間
だ
っ

た
。
各
地
の
馬ば
く
ろ
う喰
と
称
す（
現
牛

馬
商
）
が
競
走
馬
を
看
板
と
し
て

数
頭
ず
つ
持
っ
て
い
た
。
県
下
は

勿
論
の
事
、
東
京
都
下
、
群
馬
県

下
よ
り
も
参
加
せ
り（
県
下
各
地

に
草
競
馬
場
あ
り
順
に
馬
主
が
廻

る
）。
特
に
愛
好
家
の
手
に
よ
っ

て
き
も
い
り
と
称
す
る
方
々
あ

り
。
瀬
戸
金
元
の
関
根
さ
ん
、
古

池
池
畑
さ
ん
、
戸
口
さ
ん
、
こ
の

三
方
が
競
走
馬
大
関
格
の
名
馬
を

そ
れ
ぞ
れ
持
っ
て
い
て
、
出
場
場

の
手
配
、
番
付
の
編
成
等
を
一
切

し
て
く
れ
て
、
前
日
ま
で
に
取
組

表
等
を
印
刷
し
た（
馬
一
頭
に
付

き
五
人
位
付
人
あ
り
）。
賞
品
は
、

区
の
全
員
に
よ
り
、
小
川
、
毛
呂

山
、
越
生
、
都
幾
川
等
の
各
商
店

よ
り
寄
贈
を
受
け
。
二
色
三
色
五

色
の
旗
を
各
一
頭
に
一
竿
ず
つ
。

最
高
は
桐
の
箪
笥
を
一
棹
、
以
下

格
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、
つ
づ

ら
、
火
鉢
等
。
レ
ー
ス
は
正
午
よ

り
十
レ
ー
ス
と
な
し
、
一
レ
ー
ス

五
、六
頭
に
て
行
わ
れ
た
。
雨
天

順
延
に
し
て
、
合
図
は
煙は

な
び火
を
打

ち
上
げ
で
開
催
の
通
知
を
し
た
。

煙
火
は
栗
原
宅
に
十
月
の
一
日
よ

り
毎
晩
、
当
番
及
び
氏
子
惣
代
、

ほ
か
に
製
造
に
な
れ
て
い
る
者
集

合
し
て
、
前
の
小
屋
に
て
大
体
毎

年
五
十
発
位
作
製
し
た
。
大
体
雷

鳴
で
、天
竜
の
出
る
の
も
作
っ
た
。

筒
は
松
の
木
を
く
り
抜
き
竹
の
た

が
を
二
十
ヶ
所
位
か
け
、
長
さ
九

尺
、
太
さ
一
尺
位
に
て
、
今
尚
、

池
の
中
に
く
さ
っ
て
在
り
。
競

馬
場
の
長
さ
は
周
囲
三
百
間（
約

五
四
〇
ｍ
）
あ
り
。
八
高
線
通
過

に
よ
り
使
用
不
能
と
な
り
廃
止
せ

り
。
昭
和
五
十
九
年
十
月
十
一
日

数
え
八
十
歳
　
栗
原
長
作
記
す
」

　馬
頭
尊
供
養
塔

　
法
恩
寺
門
前
左
側
の
馬
頭
尊
供

養
塔
は
、
明
治
27
年（
１
８
９
５
）

に
越
生
町
で
初
め
て
の
乗
合
馬

車
を
開
業
し
た
岩
﨑
増
五
郎
の

子
、
岩
﨑
徳
次
郎
が
昭
和
６
年

（
１
９
３
１
）
に
建
立
し
た
、
使

役
馬
の
供
養
塔
で
す
。

馬頭尊供養塔除幕式：碑の右下が岩﨑徳次郎  

「西武競馬大会案内状」大正 12 年（1923） 

馬頭尊供養塔と馬頭観世音（法恩寺門前） 
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